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安曇野市制施行10周年記念第一回信州安曇野ハー
フマラソンが、6月 7日オリンピックメダリスト有
森裕子さんをゲストとして迎え好天に恵まれたなか大
成功裡に終る事が出来ました。
7月18日の豊科土曜市を皮切りに夏イベントが始

まり8月 14日の安曇野花火を以って一連の夏イベ
ントが終りました。このイベント開催の中でもプレミ
アム商品券の申込受付、返信、販売等超多忙を極めた
夏でありましたが、市職員、商工会理事、役員をはじめ、
職員の献身的な働きに依り全て停りなく、事故、トラ
ブルもなく終る事ができました事に対し、深く感謝し
御礼を申し上げます。ありがとうございました。
ホッとする間もなく「第 3回新そばと食の感謝

祭」の準備に取りかかり　部門別会議の開催等前年よ
り進化した祭典にする為の検討をして参っておりま
す。本年は、市農林部に依る「第一回農林業まつり　
2015」と銘を打ち、市の友好都市からも出展して戴
き更に充実した、規模の大きくなった祭典になる事と
思っております。
9月15日開催された理事会の席上に於いてプレミ

アム商品券の使用状況の報告があり、販売金額6億
3,600万円の半分が利用されたとの事でありました。
この事に依り地域の購買意欲が高まり地域活性化に繋

国の「地域住民生
活等緊急支援交付金」
を活用し、地元消費
の拡大と地域経済の
活性化を図ることを
目的として総額６億
3,600 万円の発行を
行いました。はがき

により購入希望者を募る方式で、一次販売と二次販売
を通じて販売いたしました。
一次販売では、「市広報あづみの」お知らせ版

（H27.6.3 発行号）に、発売のご案内とともに専用往
復葉書を折込み、6月20日消印有効にて応募を受付
け、7月17日（金）～26日（日）の10日間にて
発売しました。
二次販売では、一次で売れ残った4,659セット（1

セット12,000円分）を7月 18日（土）の新聞朝

刊（全市）に2次販売をお知らせするチラシを折込
み告知し、7月29日消印有効にて応募を受付け、応
募数が上回ったため抽選を行い、8月 7日（金）～
10日（月）の4日間にてすべて完売しました。
商品券有効期間は来年１月１６日までとなっており

ます。商品券の利用により登録をいただきました
市内700店余の取扱店事業者の発展に繋がること

を期待します。

市内加盟店81店舗のうち、11月 30日までの
期間中に５店舗まわって応募すると食事券やフジド
リームエアラインズ往復ペアチケットが当たりま
す！さらに安曇野市プレミアム商品券を利用した方
には各店の特典サービスがつきます。「飲食まつり」
と書いたのぼり旗が目印です。応募チラシは加盟店、
各商工会支所にございます。

がっていけばと思うところ
でございます。そして昨年
制定された小規模企業振興
基本法に依る小規模持続化
補助金を申請された42件
が採択され2,000万円余
の金額が補助されたとの事
でありました。この事は、

「小規模事業者のニーズに応えられた。」と捉えられる
と思います。今後も会員ニーズに応えていきたく存じ
ます。
そして４委員会の開催報告があり、特に「安曇野市

商工会在り方検討委員会」の報告では、本年3回委
員会を開催し、5支所の建物は耐用年数を経過してい
る。耐震性がない。職員配置でロスがある。現在のま
まだと運営効率、経済効率が悪い。等々の理由から、
また、2,000人の会員を擁する安曇野市商工会のシ
ンボルとしても「本所を建設すべき」との結論に至っ
た。との報告でありました。この本所建設には、更に
深く、場所、資金、規模等検討し、難題をクリアし、
大多数の会員の理解、賛同を得なければならないと思
います。そして、中身を充実、向上させ、地域に合っ
た商工会であり、地域、会員のニーズに応えられる商
工会として益々高度な活動を目指して参ります。
会員皆様には尚一層の商工会御利用をお願い申し上

げます。

齊藤会長

　会長あいさつ

安曇野市制施行10周年記念プレミアム商品券事業

今年も安曇野市民の皆様、安曇野市
商工会及び商工会青年部をはじめ各方
面の方々より多大なるご協力・ご協賛を
いただき誠にありがとうございました。
お陰様でこの 8月 14 日、安曇野
市制施行10周年記念として第9回安曇野花火を盛大
に開催することができ、多くの方に楽しんでいただく
ことができました。
なお、協賛金につきましては 12,975,000 円、
飲食分科会の協力による恒例の花火玉協賛金は計
103,137円集まりました。協力各位に感謝申し上げ
ます。また、この事
業が来年以降も続け
られるよう引き続き
ご協力のほどよろし
くお願いいたします。
委員長　小林　知之

安曇野市制施行10周年記念
第3回「新そばと食の感謝祭・農林業まつり2015」

安曇野飲食まつりスタンプラリー 安曇野市制施行10周年記念
第９回安曇野花火　実行委員長より

プレミアム商品券抽選会風景
「のぼり旗」が目印

　本年も各方面より多くの皆様方のご協力を賜り実行委員会を組織し、安曇野市の産業振興に寄与するため、会
員企業のニーズに応え会員間の連携強化を目的に本イベントを開催します。また、安曇野市制施行10周年を記
念して、装い新たに「農林業まつり」を南神苑会場を中心にスタート。安曇野の「食と実り」を県内外からの来
場者に十分に楽しんでいただきます。2日間で4万人の来場を見込んでおります。

開　催　日　程
　と　き　　平成27年11月 14日（土）・15日（日）　両日10:00～ 16:00
　ところ　　穂高神社特設会場（北・南神苑及びその周辺）

実行委員会を発足・5部門編成
　昨年に続き、安曇野市商工会を主管とし、松本地方事務所、安曇野市、安曇野市農業再生協議会の共催と各種
団体の協力を得て、実行委員会を発足しました。
　第1回目の実行委員会を7月14日に開催し、委員の構成と事業計画等につ
いて協議し、概要を決定いたしました。そして、より詳細な企画運営のため、5
部門編成にて進めて参ります。（以下、部門名と担当責任者）
①会場設営・環境整備部門　　　　　　菅澤　一隆　理事
②販促・集客促進部門　　　　　　　　丸山　恭弘　理事
③新そば・旨いもの・スイーツ部門　　豊田　修身　理事
④イベント事業部門　　　　　　　　　山下　邦二　理事
⑤食の感謝祭・農林業まつり部門　　　川井　敏克　理事

　新そばと地元産の「食」を満喫する2日間、県内外より多くの来場者が安曇
野市内に参ります。本イベントを通じて安曇野の魅力をPRし、持続的な経済
波及効果を図るべく取り組んで参ります。会員の皆様のご理解、ご協力をお願
い申し上げます。

華麗な花火の演出
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お知らせ

あづみ野寄席２０１５ 第１回　ほりがね秋の振興祭り

事業者のためのインターネット・
パソコン活用セミナー

開催日　開催日　11月24日（火）午後7時
会　場　安曇野スイス村サンモリッツ大ホール
出　演　三遊亭小遊三、三遊亭愛楽、江戸家小猫
入場料　指定席4,000円　自由席3,000円
主　催　豊科支部青年部
※チケットは10月25日（日）販売開始予定

必見！Windows10で事業効率化！
日　時　平成27年10月14日（水）午後７時～９時
場　所　安曇野市商工会堀金支所
受講料　お一人５００円
主　催　安曇野市商工会堀金支部 IT 委員会
※お申込み・お問合せは商工会堀金支所（☎72－5123）
※詳しくは同封の案内チラシをご覧下さい。

日　時　平成27年10月 24日（土）
　　　　午前９時～午後３時（予備日25日）
場　所　ほりがね物産センター駐車場周辺
内　容　地元各団体の農産物や加工品の直売、糸魚
川市能生の海産物販売、ステージイベント、そば
打ち体験（800円）、きび餅つき体験など、豚汁、
かぼちゃ団子等無料配布など

小規模事業者の資金調達を支援します！
マル経融資が使いやすくなりました

（小規模事業者経営改善資金融資制度）

マル経融資制度の特徴

1500万円から

2000万円に拡充
運転資金 7年以内（据置期間1年）
設備資金10年以内（据置期間2年）

不要です
（※本人保証も不要）

1.25％（平成27年9月9日現在）
利率は変動しますのでお問い合わせください。

※審査の結果ご希望に添えない場合もございます。あらかじめご了承ください。
※この限度額・返済期間の取扱いは平成28年3月31日の日本政策金融公庫受付分までとなります。

ご相談は安曇野市商工会各支所まで

マル経融資は、経営改善を図ろうとする小規模事業者の方々を
バックアップするため無担保・無保証人で融資する制度です。

融資限度額

担保・保証人

返済期間

利　　率


